
令和6年度入学生カリキュラム　〔公務員コース〕 カリキュラム上、各セメスターに配置された科目であっても、年度により休講したり開講期が変更となる場合がある。 (1)　丸数字は単位数を表す

各年度の開講情報は亜大ポータルの中の時間割やシラバスで確認すること。 (２)　★印は隔年開講科目を表す

１セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター

●憲法Ⅰ（人権）④ ●憲法Ⅱ（総論・統治機構）④ ●行政法Ⅰ（行政作用法）④ ●行政法Ⅱ（行政救済法）④

●民法Ⅰ（総則）④ ●民法Ⅳ（債権各論）④ ●民法Ⅱ（物権）④ ●民法Ⅲ（債権総論）④

●オリエンテーションゼミ② ●基礎演習②

●刑法Ⅰ（総論）④ ●政治学原論④ ●行政学④ ●民事訴訟法④ ●地方自治法④

●経済原論④ ●刑事訴訟法④ ●公務員教養Ⅱ②

●地方自治論④ ●公務員教養Ⅳ②

●公務員教養Ⅰ②

●公務員教養Ⅲ②

*専門選択必修科目の卒業要件を超えて修得した単位は、専門選択科目に算入できる。

●裁判法② ●租税法④ ●知的財産法④ ●国際租税法②★ ●法人税法②★

●会社法④ ●商法総則・商行為法④ ●所得税法②★ ●消費税法②★

●刑法Ⅱ（各論）④ ●政治外交史④ ●破産法④ ●情報法②★

●国際政治学④ ●財政学④ ●都市法②★ ●消費者法④

●政治思想史④ ●テーマ演習Ⅱ② ●国際法④ ●民事執行・保全法④

●経営学④ ●法律実務② ●民法Ⅴ（親族・相続）④ ●金融商品取引法②

●会計学④ ●環境法② ●国際私法 ●犯罪心理学④

●テーマ演習Ⅰ② ●手形・小切手法④ ●少年法④

●刑事政策④ ●社会保障法④

●国際刑事法④ ●西洋法制史④★

●労働法④ ●経済法④

●外国法④ ●安全保障論④

●法哲学④ ●公務員教養Ⅵ②

●日本法制史④

●公務員教養Ⅴ②

●日本史概説② ●外国史概説②

●地理学概説② ●地誌学概説②

●社会学概説② ●哲学概説②

●倫理学概説② ●宗教学概説②

他学部科目　（他学部科目・他大学科目を合わせて16単位までを専門選択科目の卒業要件とする）

単位互換協定に基づく他大学の専門科目　（他学部科目・他大学科目を合わせて16単位までを専門選択科目の卒業要件とする）

●総合学術演習Ⅰ④ ●総合学術演習Ⅱ④

●英語（Ｆ・Ｅ）Ⅰ② ●英語（Ｆ・Ｅ）Ⅱ② ●英語総合Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ各① ●英語総合Ⅱ・Ⅳ・Ⅵ各①

●英語以外の外国語初級Ⅰ・Ⅲ各① ●英語以外の外国語初級Ⅱ・Ⅳ各① または または

（日本語Ⅰ～Ⅳ各①） （日本語Ⅴ～Ⅷ各①） 外国語中級Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ各① 外国語中級Ⅱ・Ⅳ・Ⅵ各①

（日本語Ⅸ①） （日本語Ⅹ①）
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単 ●文章表現②　●法学Ⅰ・Ⅱ各②　●政治学Ⅰ・Ⅱ各②　●西洋史Ⅰ・Ⅱ各②　●日本史Ⅰ･Ⅱ各②　●情報リテラシー②●基礎数理Ⅰ・Ⅱ各② *全学共通選択必修科目の卒業要件を超えて修得した単位は、４単位まで全学共通選択科目に算入できる。

位 ●基礎数理Ⅲ・Ⅳ②（２～４年次）

【言語と世界】 【表現と芸術】 【人間と社会】　　　　 【こころとからだ】 【情報と自然・環境】 【人生と進路】　

 ●英語コミュニケーションⅠ～Ⅷ各① ●アジアン・スタディーズⅠ・Ⅱ各④ ●詩と詩論②（2～4年次） ●経済学Ⅰ・Ⅱ各② ●倫理学Ⅰ・Ⅱ各② ●情報と社会Ⅰ・Ⅱ各② ●キャリア・インターンシップ④（2・3年次）

●スペイン語コミュニケーションⅠ～Ⅳ各① ●ジャパン・スタディーズⅠ・Ⅱ各② *1 ●日本の伝統芸能②（2～4年次） ●社会学Ⅰ・Ⅱ各② ●哲学Ⅰ・Ⅱ各② ●数理の世界探究②（3・4年次） ●キャリアデザイン②（1・2年次）

●中国語コミュニケーションⅠ～Ⅳ各① ●海外語学実習Ⅰ～Ⅳ（ＡＵＧＰ）各① ●表現とメディアⅠ・Ⅱ各②（2～4年次） ●宗教学Ⅰ・Ⅱ各② ●心理学Ⅰ・Ⅱ各② ●表計算とデータサイエンス②（２～４年次） ●現代アジアとキャリアデザイン②

●ドイツ語コミュニケーションⅠ～Ⅳ各① ●American Issues②（2～4年次） ●文章作成技法②（2～4年次） ●地誌学Ⅰ・Ⅱ各② ●心とからだの健康学② ●プログラミング言語Ⅰ・Ⅱ各② ●アジアキャリア開発入門Ⅰ・Ⅱ各②

●フランス語コミュニケーションⅠ～Ⅳ各① ●Global Studies②（2～4年次） ●日本文学（中古）② ●日本思想史Ⅰ・Ⅱ各②　 ●スポーツ実習① 　（2～4年次） （１・２年次）

●スペイン語応用Ⅰ～Ⅳ各①（2～4年次） ●アジアの伝統文化② ●日本文学（中世）② ●社会思想史Ⅰ・Ⅱ各② ●スポーツ科学概論② ●データサイエンス入門②（２～４年次） ●キャリアIT入門各②（2～4年次）

●中国語応用Ⅰ～Ⅳ各①（2～4年次） ●アジアを知る１２章② ●日本文学（近世）② ●文化人類学Ⅰ・Ⅱ各②　 ●救急処置・予防法② ●データサイエンス応用プロジェクトⅠ・Ⅱ

●韓国語コミュニケーションⅠ～Ⅳ各① ●東洋史Ⅰ・Ⅱ各②　 ●日本文学（近現代）② ●ボランティア論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ各②　*3 ●スポーツ心理学② 各②（2～4年次）

●ドイツ語応用Ⅰ～Ⅳ各①（2～4年次） ●アメリカ研究入門Ⅰ・Ⅱ各② ●日本の美術② ●女性学② ●人体の構造と機能② ●地理学Ⅰ・Ⅱ各②　

●フランス語応用Ⅰ～Ⅳ各①（2～4年次） ●北東アジア研究Ⅰ・Ⅱ各② ●日本の表象文化② ●手話入門Ⅰ・Ⅱ各② ●スポーツ生理学② ●生物学Ⅰ・Ⅱ各②

●韓国語応用Ⅰ～Ⅳ各① ●東南アジア研究Ⅰ・Ⅱ各② ●西洋文学Ⅰ・Ⅱ各② ●災害救援活動論② ●スポーツトレーニング論②(２～４年次) ●自然科学入門Ⅰ・Ⅱ各②

●モンゴル語応用Ⅰ～Ⅳ各①（2～4年次） ●中国研究Ⅰ・Ⅱ各② ●中国文学Ⅰ・Ⅱ各② ●建学の精神を考える②（1･2年次） ●スポーツの技術と戦術②(２～４年次) ●宇宙と物質②

●ロシア語応用Ⅰ～Ⅳ各①（2～4年次） ●国際関係論Ⅰ・Ⅱ各② ●ヨーロッパの芸術と文化Ⅰ・Ⅱ各② ●現代教養特講② ●スポーツの測定と評価②(２～４年次) ●環境科学②

●中級日本語Ⅰ～Ⅵ各①（２～４年次） ●Doing HistoryⅠ・Ⅱ各② ●創造の世界Ⅰ（ことばとイマジネーション）② ●教養基礎 ●リーダーシップとコーチング②(２～４年次) ●数学入門Ⅰ・Ⅱ各②

●上級日本語Ⅰ・Ⅱ各①（２～４年次） ●創造の世界Ⅱ（アニメーションの世界）② 　（Urban Problems and Urban Planning）②（１・２年次） ●統計学入門Ⅰ・Ⅱ各②

●上級日本語Ⅲ・Ⅳ各①（３・４年次） ●文章作成技法②

●英語の文と語法Ⅰ・Ⅱ各① ●教養基礎（近現代日本の文化と表現）②

●実用英語Ⅰ～Ⅳ各① ●教養基礎（チェスと文学）②

●放送英語Ⅰ・Ⅱ各① ●教養基礎（現代文学入門）②

●Internet English Ⅰ・Ⅱ各① ●教養基礎（理論で読む現代文学）②

●アメリカン・スタディーズⅠ・Ⅱ各④（2～4年次） ●教養基礎（多様性とアートの教育学）②

●アメリカン・スタディーズⅠ・Ⅱ（ＡＵＡＰ）各④

*1：「ジャパン・スタディーズⅠ」は3年次、「ジャパン・スタディーズⅡ」は4年次より履修可

*2：「ボランティア論Ⅲ」は教職課程履修生のみ受講可
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●専門演習Ⅰ④ ●専門演習Ⅱ④

「専門演習Ⅰ・Ⅱ」または「総合学術演習Ⅰ・Ⅱ」のいずれかを、同一教員のもとで８単位履修しなければならない。
ただし、副専攻プログラムを構成する「総合学術演習Ⅰ・Ⅱ」については、当該副専攻登録者に限り、他の「専門演習Ⅰ・Ⅱ」とあわせて履修することができ、８単位を超えて修得し
た単位は全学共通選択科目の卒業要件に算入できる。
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＜教職課程科目＞ （教職課程受講生のみ履修可）
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